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1 ．本調査研 究の 経緯

　我 々 は 95 年度か ら科学研究費捕助金 〔研 究代

表者馬居）によ り韓国青少年の 日本と 日本文化 へ

の接触状況や評価に関す る調査研究を次の 4 期に

わた り実施して きたal 期 ：95 年度 （国際学術研

究〉「韓国に おける 日本の 大衆文化に っ い ての 調査

研 究 」 2 期 ：96 〜 98年度 （国際学術研究） 「韓国

に おける 日本 の 大衆文化に っ い ての 調査研究」 3
期 ：99〜Ol年度 （基盤研究 B2 ）「韓国に おける

日本文化開放につ い て の 調査研究」 4 期 ：02〜04
年度 （基盤研究 B2 ）「韓国に お ける 日本文化開放

と韓 日相互 理解教育にっ い て の調査研究」

2 ．1、2、3期の調査結果の 概要

　 1期で は ソ ウル 市で の 調査か ら、戦後 （解放後）

50 年 を経て もなお反 日意識が育成 され続ける仕

会過程を把握す る
一

方で、日本の大衆文化が韓国

青少年の 日常生活に広 く浸透 し、しかも、初等学

校 → 中学校→ 高等学校 と成長する に した が い 接触

頻度や 関心 ・意欲が高まる傾向を確認 で きた．，

　 2 期 で は調査地を韓国全土に広げ て の 3年間 の

継続調査から日本文化 の 青少年 へ の 浸透拡大と反
日意識に基づ く非難の減少を把握，そ の 背後に社

会意識的 に は OECD 加盟 に象徴 され る経済力や

政治力 へ の 自信、社会構造的には新中間層の 定着
と 日本文化に違和感のな い 若者 （新世代 ・X 世代）

の 増加がある こ とを確認。加 えて 97年末の経済危

機 と大統領選挙に伴 う日本文化の評価 へ の 影響調

査か ら次 の 仕会過程の 進行 を確認   経済成長と

民主化の流れが相互 に 補完 しっ っ 定着し、経済危

機や選挙に よる変化を吸収す る新中間層 の 拡大と

社会意識 の 成熟 化が進行6   急激な清報化 と世界

化 （国際化）に よ り反 日意識 の 前提にある自民族

中心 主義的価値意識 の 相対化 の 進行 。

　3期では 00 年度の時点で、日本文化開放政策実

施前後の韓国社会の 変化を次の 三 点にまとめた。
  青少年の 世界に 日本文化が リア ル タ イ ム で 広 が

る基盤 が既に成立．  青少年の 日常経験と結びっ

く行動や文化の レベ ル で、日本 と 日本人に対する

肯定的 ・
積極的な興味や評価が高まる傾向。  日

本文化開放施策は開放方法や進行度の 問題とは別

に、日本文化や 日本人へ の 拒否感を和らげる契機，

　 と こ ろが Ol年 2 月実施の 質問紙調査 で 日本 へ

の イ メージがプラス か らマ イナス に転 じた，，い わ

ゆる教科書問題 の 影響 と考え られ、より詳細な調

査を実施，その 結果、次の よ うな 日本批判の 三 種
の 層 と二 種の問題点の 指摘を把握した。  自己の

経験をもとに 日本批判を展開できる中高年の男女

（旧世代）tt 直接経験者の 高嶄者に加え、朝鮮戦争

で荒廃 した国土 に 生 まれ 、復興の 厳 しさとともに

育 っ た 40〜50 代も含まれ 、最 も厳 し く反応 。  
経済成長後 の 韓国に育っ た 2〔｝代後半か ら 30 代に

かけ て の新世代 と総称 され る男女、旧世代に対抗

し日本文化を積極的に摂取 ，本来は教科書問題 よ

り自分 の 生活や子 ど もの 進学を優先 させ る層だが 、

親類縁者か ら過 去 の 苦難を当：事者の 情感を伴っ て

直接感得が で きた世代 tt 子 ども時代に獲得 した知

識 と感1青の セ ッ トが蘇える。  急激に 普及 したイ

ン タ
ー
ネッ トの 世界か ら学ぶ 10 代の男女 （N 世

代）。 PC を自在に操作する中学生 を典型に、最も

新し い世代がイ ン タ
ー
ネ ッ トを介して最も古い 旧

世代の経験に基づ く知識と感清を獲得。イ ン タ
ー

ネ ッ トの 普及 が却 っ て ハ ン グ ル で しか解せない 閉
じた言語空間 の 密度を高め、旧来 の 日本批判再生

産 の 新たな仕会過程 が形成 され つ っ あ うこ とを把

握tt他方、こ の よ うな 日本批判に対し、  感情的

にな っ て はならない、  韓国 の 教科書に も問題が

ある、との 指摘がなされ て い る こ とを確認

3．4 期 10年の 調査結果か ら

　4期で は、上記 の調査結果をふまえ、次 の観点か

ら調査を実施してきた［／  日本文化開放政策の 進行
に伴う韓国青少年の意識 と行動の変化把握の た め

の継続 ・
発展調査 ．  日本理 解 ・批判 に関係す る

多様な学習機会等の青少年 へ の影響とそ の社会的

文化 的基盤解明の ため の 調査研究   日韓の 相互

理解教育の プ ロ グラム 開発 の た め の 調 査，

　本発表で は、中高校生 へ の 質問紙調査を中心 に

した 4期 10年にわた る継続調査と 02年W 杯共催

や大統領選挙 で顕著になっ た変化を踏まえた新調

査の 分析に基づ き、日韓両国に おける相互理解教

育推進 の た め の 新たな課題を提示した い c．その 基

礎作業 として ま とめ た調査結果 の
一

部を次頁に図

示し、詳細な資料 と考察は発表時に提示 した い ．
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図 1 韓 国初等 ・中学 ・高校生 の 日本文化 へ の 総接触頻度の 変化
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